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コンプライアンスとは 

『自らの行動が市政の信用に影響を及ぼすことを認識し、常に法令等を遵守するととも

に、組織のルール、社会の一般的な常識や高い倫理観に基づき、市民から信頼される

職員であるよう、行動すること。』     ～高松市コンプライアンス推進チーム報告書より～ 
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はじめに 

平成 18 年度から 21 年度までは 21 人であった懲戒処分者が、

22 年度から 25 年度の間では 33 人と、近年、不祥事が増加し

てきている。  

相次ぐ不祥事を受け、平成 23 年６月には課別に不祥事発生の

要因を整理し、発生防止に向けた課題抽出と課題ごとの目標設

定や行動計画を定めた「不祥事撲滅推進プログラム」の作成と

実践、職場ごとのリスクマネジメント会議の開催を義務付け、

24 年 12 月には「高松市職員の倫理及び公正な職務の執行の確

保に関する条例」、いわゆる倫理条例を制定したほか、管理職マ

ニュアルを作成・周知するなど、不祥事の撲滅に取り組んでき

た。  

しかしながら、本年度においても、飲酒運転による交通事故

や昨年７月執行の参議院議員選挙における不正 開票事件が明る

みに出るなど、これまでに講じてきた対策が十分に機能してい

なかったと言わざるを得ない状況となっている。  

こうしたことから、従来の「上からの押し付け」では なく、

若手職員の自由な発想に期待し、 20 代、 30 代の職員で組織す

る「高松市コンプライアンス推進チーム」を立ち上げ、 去る

10 月 16 日に同チームから出された、全職員を対象としたアン

ケート調査の結果を基にまとめた報告書において、コンプライ

アンス推進のための 12 の提言を受けたところである 。  

また、各局においても、同時期に不祥事再発防止策を協議し、

職員個人の資質や管理職員の能力の向上、職場の体質・風土の

改善、適正な組織体制の構築を課題と捉え、個人・組織の両面

から施策を整理したところである。  

今後においては、弁護士資格を有する者を職員として採用し、

当該職員を配置するコンプライアンス推進組織を立ち上げるな

ど、コンプライアンス推進体制を整え、これまで以上に職員の

意識改革を図っていくこととしているが、 このコンプライアン

ス推進施策は、コンプライアンス推進チームの提言を基本に、

各局からの不祥事防止策も勘案する中でとりまとめたものであ

り、これにより不祥事撲滅に向けた新たなスタートを切るもの

である。                      
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各施策の推進方法 

各施策のうち、実施時期を「直ちに」としたものについては、各所属

において速やかに実施することとし、「26 年度内」又は「27 年度」とし

たものについては、早急に実施要領等を定め、説明会やインフォギャラ

リー掲載等により周知の上、できるだけ早い時期に実施することとする。 

なお、各施策の推進に当たっては、できるだけ職員の負担が増大しな

いよう配慮する必要があるが、施策にある程度の実効性を持たせるには、

実施計画の把握や実施できているかどうかの検証のほか、これらに係る

報告・調整等は必要不可欠であることから、職員の理解と協力が求めら

れるところである。 

 

 

おわりに 

コンプライアンスの推進は、朝礼や研修等において日々、繰り返し、

定期的に意識付けを行うなど、職員の意識改革が最大のポイントである。 

各施策を一歩一歩粘り強くかつ着実に実施することで、市民の信頼回

復を得ることができることを信じ、コンプライアンス推進チームとの

連携を図りながら、職員一丸となって不祥事の撲滅に取り組んでまい

りたい。 

なお、この推進施策は、今後も適宜又は定期的に見直しを行い、常に

新たな感覚を持って取り組んでいくこととする。 
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○地方公務員法（第 30 条～服務の根本基準～）  

すべて職員は、全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し、且つ、職務の遂行に

当たっては、全力を挙げてこれに専念しなければならない。 

 

○高松市職員の倫理及び公正な職務の執行の確保に関する条例  

（第３条第２項～職員の責務～） 

職員は、自らの行動が市政の信用に影響を及ぼすことを認識し、常に法令等を遵守するとと

もに、市民から信頼される職員であるよう、行政の執行に関する法令等及び自らの職務に関連

する法令等に精通するよう努めるほか、公務員としての資質の向上及び倫理の高揚に努めなけ

ればならない。 

 

○服務の宣誓（職員の服務の宣誓に関する条例より） 

私はここに主権が国民に存することを認める日本国憲法を尊重し、かつ擁護することを固く

誓います。 

私は地方自治の本旨を体するとともに、公務を民主的かつ能率的に運営すべき責務を深く

自覚し、全体の奉仕者として誠実かつ公正に職務を執行することを固く誓います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５つの精神 

高松市職員は 

職務に対し情熱的である 

常 に市民思考である 

プロフェッショナルである 

倫理を遵守する 

思いやりを持って職務に臨む 

わやかな笑顔のあいさつ 

かりやすく丁寧な言葉遣い 

さしい心 、素早い対応  

んじが良 く清潔な身だしなみ 

回以内のコールで電話をとり、 

名前を名乗る 

 

参照  


